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地域のオープンイノベーション拠点
藤井節郎記念医科学センターイノベーション構想の全体図

小胞体ストレスの概略図
（グローバル共同研究を実施中）

重症化予防事業の例 開発モデル構築のための事業概略図

共同研究企業が開発した全自動免疫
測定装置のための測定キットを開発中

Si（シリコン）ウェーハ品質評価装置

国際標準規格原本

NEC製　4K/60P エンコーダ

大塚製薬健康保険組合
阿波銀行健康保険組合
徳島銀行健康保険組合
徳島県　協会けんぽ

徳島データサービス
看護師
管理栄養士
EQ指導士

徳島大学病院
糖尿病対策センター

糖尿病改善EQプログラム

徳島大学病院倫理委員会

生活指導プログラム 被験者

糖尿病
HbA1c
6.5以上

PLマップ測定ユニットは外してある
透過レーザービームの位置
検出用CCD画像センサ

約1000mm
評価対象
シリコンウェーハ

フリーキャリア生成用
YAGレーザ

屈折観測用
赤外レーザビーム

フリーキャリア生成用
YAGレーザ光ビーム

（XYZ）ステージ

観測用赤外レーザ光源
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徳島糖尿病研究開発イノベーションの創出による
糖尿病克服と健康・長寿社会の実現

地域イノベーション戦略

　大学等の知見を生かした世界レベルの糖尿病研究開発を進め、その研究成果を製品とサービ
ス両面での事業化に結びつけるとともに、地域住民の健康増進を推進するための戦略を展開し
ます。これにより、世界的に急増する糖尿病の克服に資する製品・サービスを国内はもとより国
際市場へと拡大させるとともに、健康寿命の延伸による健全な労働力の確保と医療費削減を実
現し、糖尿病をテーマとした課題解決モデル構築により活力あふれる地域経済を創造します。

【事業概要】

　「糖尿病重症化抑制」に焦点を当てた先進的研究開発を実施すると

ともに、地域に不足している人材の長期的な視点に立った育成を行い、

糖尿病克服のための自立的な取組の実現を図ります。 

1. 糖尿病病態進行からまもる研究 
　膵島移植後の細胞障害定量化やこれまでの成果である「超高感度
自己抗体測定法」の応用等により、糖尿病の早期かつ的確な診断、治
療を実現します。また、新規の魚油由来脂肪酸を活用した新たな治療
薬や特定保健用食品の開発を目指します。  

2. 糖尿病合併症からまもる研究 
　糖尿病と合併症の原因となる小胞体ストレスを解消する創薬の実現
を目指します。これまでの成果である「小胞体ストレスを標的とした創
薬スクリーニング法」を応用し、世界初となる画期的な治療薬のリー
ド化合物を開発します。

3. ニーズを集め、ベストミックスを組み立てる研究 
　糖尿病健診・生活指導サービスやICTを活用した地域医療ネットワー
ク、さらには電子糖尿病ダイアリーを用いた疾病管理などを組み合わ
せた糖尿病地域医療連携モデルを開発します。これにより研究開発と
臨床との連携を促進するとともに、地域の食品産業やサービス産業と
の連携も深め、新たな糖尿病健診治療ビジネスモデルを創出します。

4. 地域糖尿病療養指導士(LCDE)の育成その他人材育成プログラム
　糖尿病専門医のもとで患者への教育、指導を行う知識と技能を持っ
た糖尿病療養指導士を、県医師会による講習とも連携した大学の教育
プログラムとeラーニング教材開発により育成するなどの人材育成プロ
グラムを実施します。

【主な成果】

　事業初年度から企業と連携したターゲットを明確にした研

究開発を実施しており、それぞれの研究等において事業化等

の成果を生み出しています。

1. 糖尿病病態進行からまもる研究 

　大塚製薬工場、大塚製薬、

シスメックス及び日本水産と

の共同研究を進めています。

2. 糖尿病合併症からまもる研究 

　小胞体ストレスを解

消する創薬の実現に向

けて、平成27年度に海

外大手製薬企業との共

同研究契約が成立しま

した。また、治療薬候補

の評価技術を用いたス

クリーニング事業の受

託を達成しています。

3. ニーズを集め、ベストミックスを組み立てる研究 

　日本ユニシス、Welby及び徳島データサービス等との共同研

究を進めています。事

業化に向け「電子糖尿

病ダイアリー」、「エネ

ルギー密度に基づく

CAS冷凍食」等の試

作品が完成したほか、

徳島データサービス

が県内外で糖尿病重

症化予防事業等を

行っています。

【主な成果】
1．国際標準化（ＩＥＣ国際標準）の規格成立

　現在、プリント配線基板の表面に電子部品を配置・積層した電子機

器が製造されていますが、今後は更なる軽量化等のため、電子部品を

配線基板に埋め込む、部品内蔵基板の技術が必要になると考えられ

ます。福岡大学は国内の関連学会・工業会と協力して、世界に先立ち、

部品内蔵基板の製造方法、検査方法を

規格化し、IECから世界標準として認め

られました。この規格が認められたこ

とにより、製品の小型・薄型化に向け

た国内メーカーの競争力強化に貢献し

ていくことが可能となります。

2．世界初のウェーハ品質評価技術の確立

　九州工業大学ではパワー半導体の電気特性に直結するバルクキャリ

アライフタイムの評価法として、YAGレーザーと赤外レーザーを使用し

た新原理によって、世界で初めて、バルクを超高速・非破壊で計測する

技術と装置を構築しました。国内

出願、外国出願（PCT出願）を完了

し、既存の自動化技術の導入に

より、製品化結晶品質を定量的

に評価することも射程距離に入っ

ています。今後はSiウェーハでの

成果を基に、SiCウェーハ、GaN

ウェーハへの適用を目指します。

3．4KエンコーダのコンポーネントIPの技術移管

　テレビの画素数の増大にあわせて、画像圧縮技術も高圧縮化が進

んでいます。現在、実用化されている動画圧縮規格H.264の次に主

流になると思われているHEVCは、H.264の2倍の圧縮率が可能と

言われていますが、計算量が10倍以上になるため、消費電力の増加

が問題となっています。早稲田大学では画

像処理をASIC（特定用途向け集積回路）

で開発することにより、消費電力の増加を

抑えたHEVCエンコーダIPを開発しまし

た。このIPを活用してNECから4K/60P

対応HEVC圧縮装置が販売されました。

●国際競争力強化地域（平成26年～30年度）

とくしま「健幸」
イノベーション構想推進地域

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…大塚製薬、徳島県鳴門病院　ほか
学…徳島大学、徳島文理大学
官…徳島県、とくしま産業振興機構
金…阿波銀行、徳島銀行

　糖尿病はアジアを中心に患者数が急増しており、いまや世界的に克服すべき
課題となっています。本事業では、これまでの取組と国内外の研究機関との連
携を踏まえた研究開発を展開し、その成果をしっかりと産業界と共有しながら
糖尿病克服のためのグローバルな拠点形成を進めてまいります。また、イノベー
ションに不可欠な人材育成にも取り組みながら事業期間終了後も自立的かつ
持続的な発展が可能なイノベーションエコシステムの構築を目指します。

略歴：元イーグル工業（株）代表取締
役副社長。テック情報（株）代表取締
役社長。平成２１年～２５年度「徳島　
健康・医療クラスター」事業総括。

プロジェクトディレクター

濱 尾 　 重 忠

地域イノベーション戦略
　本地域では、これまでに育成してきた先端半導体をはじめとする産業の国際競争力をさらに高
め、世界トップクラスのイノベーション拠点「福岡次世代社会システム創出推進拠点」の形成を
図ります。そのために、高度情報社会、健康・長寿社会等の世界が直面している課題に対応し、課
題解決を目的とした多様な次世代社会システムの開発を積極的に実施し、「社会ニーズ主導型研
究開発モデル」の確立に取り組むとともに開発成果の国際標準化を強力に進めます。

　知的クラスター創成事業の取組等により開発成果の実用化や人材育成、開
発環境の充実化が進み、福岡に国際的なイノベーション拠点として発展してい
くために必要な基盤が定着しました。本事業により、異分野融合と社会ニーズ
主導型開発モデルの確立を通じて世界が直面している課題に迅速に対応し、ア
ジアをリードする世界トップクラスのイノベーション拠点の形成を目指してい
きます。

略歴：日本TI、ソニーセミコンダ
クタ九州、九州大学特任教授等を
経て現職。その間、主に半導体技
術経営や事業開発等に携わる。

プロジェクトディレクター

大津留 榮佐久

社会ニーズ主導型開発による新成長産業の発展促進

●国際競争力強化地域（平成24年～28年度）

福岡次世代社会システム
創出推進拠点

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…福岡県ロボット・システム産業振興会議　ほか
学…九州大学、九州工業大学、福岡大学、
　　早稲田大学　ほか
官…福岡県、北九州市、福岡市　ほか
金…日本政策投資銀行、日本政策金融公庫　ほか
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http://www.tokushima-kenkou.jp/ http://inove3.ist.or.jp/

事業の内容
【事業概要】
1．製品の生産プロセス全体最適化を目指した人材育成

　電子機器の小型化、高速化、高密度化に伴い、従来の半導体

実装技術の役割が変化してきている状況において、三次元実装

技術の研究開発・新製品開発に求められている人材は、単純に

“チップを基板に張り付ける”技術者から、製品の開発・設計段階

から製造工程までを俯瞰できる技術者へと高度化しています。こ

の要求に応えるために、実装の先端技術から製造現場の信頼性

評価技術までを網羅し、現場で必要となる技術課題をテーマに、

“生産プロセス全体の最適化総合設計技術”を有する人材を育成

しています。

2．三次元半導体実装技術の開発支援

　半導体微細化技術の発展により電子機器の小型化、高性能化

が進展してきましたが、半導体チップを従来の平面的に配置する

手法では限界が見えてきました。そのため、半導体チップを積層

することにより高密度化を図る“三次元実装技術”の研究開発が

世界中で進められています。三次元半導体研究センターでは、三

次元実装に必要となる工程（基板微細パターン形成、基板成膜、

Si微細パターン形成、Si成膜）の装置を整備・開放しています。さ

らに、装置の扱いに熟練した技術スタッフを配置し、半導体関連

企業や大学等研究機関の三次元実装に関する研究・試作を強力

に支援しています。

事業の内容

折り畳まれない
タンパク質

小胞体ストレス

糖尿病

化学シャペロン
（折り畳みを助ける）

正しく折り畳まれた
タンパク質

健康


